
 

 
 雨で 1日順延となりましたが、９月１１日（金）にブロック運動会を実施しました。 
 例年どおりの運動会とはなりませんでしたが、可能な限り運動会と同じ種目となるようにそれぞれの
ブロックで工夫して実施したところです。 
 子どもたちの様子から、学校行事は子どもたちの成長を促す貴重な機会であることを改めて実感した
ところです。新型コロナウイルス感染症の影響により、今後も例年どおりの教育活動を実施することは
困難な状況に変わりはありませんが、少しでも、このような子どもたちの成長の機会を保障していきた
いと考えております。 
 保護者の皆様には、当日の観覧などご不便をおかけしたことと思いますが、皆様のご理解とご協力に
より無事に終了できたことを心から御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 毎月１日と、毎週水曜日には、多くの方々に登下校ボランティアにご協力いただき、子どもたちの安
全が守られていること、心から御礼申し上げます。 
 ボランティアの方からは、子どもたちが元気に挨拶をしてくれ、大変嬉しいとの声をいただいており
ます。しかし、信号を待つときに道路に近い場所で待つこと、点滅している信号を無理に渡ろうとして
いること、交差点で左右の確認が不十分なこと、公園などで遊ぶときに、公共物を大切に使わない様子
が見られることなどの様子も寄せられています。学校でも指導していきますが、ご家庭でも、こうした
ことについて指導いただくようお願いします。 

 

 

 
 新型コロナウイルス感染症対策として、保護者の皆様には様々なお願いをさせていただき、ご負担を
かけているところです。 
これまで「感染症防止対策を講じても感染のリスクが高い学習活動」については、実施を見合わせて

きたところですが、今後必要な学習活動を実施していくにあたり、保護者の皆様のご理解とご協力をい
ただきたいと考えております。 
 まず、文部科学省や北海道教育委員会、千歳市教育委員会の見解として、現在は、必要な感染症防止
対策を講じれば「全ての学習活動を実施してもよい」という段階であることについてご理解いただきた
いと考えております。 
 
 現在、感染の状況により、次の３つのレベルに分けられています。 
 
＜レベル１＞感染者の散発的発生及び医療提供体制に特段の支障がない段階 
＜レベル２＞感染者の漸増及び医療体制への負担が蓄積する段階 
      ※感染者が急増し、医療提供体制に大きな支障があると判断されれば、レベル３へ移行す

る可能性があります。 
＜レベル３＞爆発的な感染拡大及び深刻な医療提供体制の機能不全を避けるための対応が必要な段階 
 
 レベル別の「感染のリスクが高い学習活動」の考え方は、次のとおりになっています。 
 
＜レベル１＞基本的な感染防止の対策を講じて全ての学習活動を実施します。 
＜レベル２＞感染リスクの低い活動から徐々に実施し、リスクの高い学習活動の実施は慎重に判断します。 
＜レベル３＞感染リスクの高い全ての学習活動は実施しません。 
 
 このように、現在は全ての学習活動を実施してもよいこととなっています。 
 しかし、「基本的な感染防止対策」に「三密を避けること」があり、身体的距離の確保と飛沫の拡散防
止の対策を講じることで、必要な学習活動の実施が難しい状況があります。 
 こうしたことから、学校では、長時間「三密の状況」をつくらないことを重視し、 
 
① 特にリスクの高い学習活動については、こまめに換気をする。（１時間に１回とされている換気を
必要に応じて行います。） 

② 屋内外で行う体育を除き、可能な限りマスクを着用する。 
③ 活動の前後の手洗いを徹底する。 
 
の３点の対策を講じて、これまで控えていた学習活動を実施していきます。 
 
 しかしながら、学校だけの対策では不十分な点がありますので、次の点については、各家庭のご協力
をいただきたいと考えております。 

 
 保護者の皆様には、さらなる負担となり、大変心苦しく感じておりますが、今年度中に、子どもたち
に必要な学習活動を進めていくために、ご理解とご協力をお願いします。 
 
 なお、この件について、不明な点や心配なことがありましたら、本校教頭までご連絡ください。 

～子どもたちの一生懸命な姿に感動しました～ 

 学芸会については、１１月末から１２月上旬ごろに、日頃の学習の成果を発表する「展覧会」の
ような形で実施することを検討しています。コロナ対策の重要な視点である三密を避けるために、
参観日の実施が難しい中、日頃の学習の成果を保護者にご覧いただく日を設定したいと考えてお
ります。詳細が決まりましたらお知らせします。 

着任の挨拶  ９月末で退職した心の教室相談員の○○さんの後任として、１０月から
○○ ○○ さんが着任しましたので紹介します。 

 ９月より心の教室相談員として、桜木小学校に勤務することになりました ○○ ○○ です。 
安心して何でも気軽に話ができる雰囲気作りを心がけていきたいと思います。 

 その中で、不安や悩みをもつ心に寄り添いながら、それを乗り越え、成長していく子どもたちのお
手伝いが、ほんの少しでもできたら嬉しいです。 
 児童だけではなく、保護者、先生方の息抜きの場所としても利用していただければと思っています。
気軽に話しに来てください。 
 一日も早く、桜木小学校に慣れ、皆さんと楽しく過ごしていたいです。よろしくお願いします。 

○ 体調が優れないときは、大事を取って学校を休ませてください。（欠席とはなりません） 
○ リコーダーや鍵盤ハーモニカを授業で使うときは、次のものを子どもに持たせてください。 
 ・清潔なガーゼや薄いハンカチ（楽器の中にたまった水を抜くために使用します） 
 ・ティッシュ（机や床についた水滴を拭くために使用します） 
 ・リコーダーを入れるビニール袋（持ち帰る際に楽器の中にある水滴が漏れないように使用します） 
○ 家庭科の調理実習については、ご家庭で実施することにご協力ください。 
 ・学校では、必要な知識や技能を教えます。 
 ・実習の目的や必要な材料については、学校から詳細をプリントでお伝えします。夕食などの一

品を子どもに調理させる機会をご家庭でつくっていただくようお願いします。 
 ・家庭でお願いする「調理実習」の振り返りシートへ、保護者の方の記入にご協力ください。 
  （簡単な評価をお願いします） 
  ※学校で、向かい合っての会食を実施することができませんので、このような対応をさせてい

ただくことを判断しました。ご理解をお願いします。 


